
盧
溝
橋
事
件
以
後
一
一
九
三
七
∫
一
九
四
五
一

　
　
　
　
　
さ
ね
と
う
け
い
し
ゅ
う
『
中
国
人
日
本
留
学
史
』
再
考

の
在
日
中
国
人
留
学
生

（83）　魔溝橋事件以後（一九三七～一九四五）の在日中国人留学生

は
じ
め
に

　
近
代
に
お
け
る
中
国
人
の
日
本
留
学
は
十
九
世
紀
の
終
わ
り
、
清

国
の
末
期
に
始
ま
っ
て
百
年
を
超
え
る
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
在
日

中
国
人
留
学
生
に
関
す
る
研
究
に
は
、
中
国
人
留
学
生
教
育
に
生
涯

携
わ
っ
た
松
本
亀
次
郎
に
よ
る
『
中
国
留
学
生
教
育
小
史
』
一
一
九

三
一
）
、
そ
れ
を
受
け
継
い
で
歴
史
を
書
き
継
ぎ
、
戦
後
も
語
り
つ

づ
け
た
実
藤
恵
秀
一
後
に
「
さ
ね
と
う
け
い
し
ゅ
う
」
）
に
よ
る
一

連
の
著
作
（
『
中
国
人
日
本
留
学
史
稿
』
一
九
三
九
・
『
中
国
人
日
本

留
学
史
』
一
九
七
〇
・
『
中
国
留
学
生
史
談
』
一
九
八
一
な
ど
）
の

ほ
か
、
中
国
人
研
究
者
に
よ
る
黄
福
慶
『
清
末
留
日
学
生
』
一
台

湾
．
一
九
七
五
一
、
厳
安
生
『
日
本
留
学
精
神
史
』
一
一
九
九
一
一
と

い
っ
た
蓄
積
が
あ
る
。
「
清
国
留
学
生
」
に
つ
い
て
は
、
革
命
運
動

可、
￥

路
　
　
由

圭f

の
指
導
者
一
黄
興
・
察
鍔
・
秋
理
な
ど
一
や
文
学
者
（
魯
迅
・
郭
沫

若
・
郁
達
夫
な
ど
一
を
は
じ
め
目
ざ
ま
し
い
活
躍
を
し
た
人
物
が
多

く
、
論
じ
ら
れ
る
機
会
が
多
い
。

　
し
か
し
、
日
中
間
の
戦
争
が
全
面
化
し
、
日
本
の
中
国
大
陸
へ
の

侵
略
が
進
め
ら
れ
て
ゆ
く
時
代
の
中
国
人
留
学
生
に
関
し
て
は
ほ
と

ん
ど
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
実
藤
恵
秀
が
戦
後
の
著
作
に
お
い
て
繰

り
返
し
述
べ
る
の
は
、
盧
溝
橋
事
件
の
起
き
た
一
九
三
七
年
に
中
国

人
留
学
生
が
大
量
に
帰
国
し
、
こ
の
年
を
も
っ
て
中
国
人
日
本
留
学

史
が
終
わ
っ
た
、
と
い
う
認
識
で
あ
り
、
こ
の
年
以
降
の
状
況
に
つ

い
て
記
述
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
、
中
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
機
関
で
あ
っ

　
　
　
＾
1
〕

た
日
華
学
会
は
一
九
四
六
年
に
解
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ま
で
存
続

し
、
中
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
・
教
育
を
続
行
し
て
い
た
。
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一橋論叢　第126巻　第3号　平成13年｛2001年〕9月号　（84）

　
本
稿
で
は
、
ま
ず
こ
の
時
期
の
留
学
生
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

あ
わ
せ
て
実
藤
恵
秀
の
言
説
の
再
検
討
を
行
う
。
中
国
人
留
学
生
史

研
究
の
権
威
と
さ
れ
る
実
藤
恵
秀
が
、
戦
前
戦
後
で
如
何
な
る
変
節

を
遂
げ
、
そ
れ
を
如
何
に
説
明
し
た
の
か
、
そ
の
時
に
抹
消
さ
れ
た

事
実
は
何
だ
っ
た
の
か
、
間
題
の
所
在
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

二

実
藤
恵
秀
『
中
国
人
日
本
留
学
史
』

お
け
る
歴
史
認
識

一
一
九
七
〇
一

に

　
戦
前
戦
後
に
わ
た
っ
て
中
国
人
日
本
留
学
史
研
究
を
行
い
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

研
究
に
よ
っ
て
一
九
六
〇
年
に
文
学
博
士
号
を
取
得
し
た
さ
ね
と
う

け
い
し
ゅ
う
一
一
八
九
六
－
一
九
八
五
。
本
名
は
実
藤
恵
秀
。
戦
後
、

彼
の
文
字
改
革
へ
の
意
志
を
反
映
し
て
仮
名
書
き
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
本
稿
で
は
、
以
下
、
「
実
藤
恵
秀
」
を
用
い
る
。
）
は
、
そ

の
集
大
成
と
い
え
る
著
書
『
中
国
人
日
本
留
学
史
』
（
一
九
七
〇
一

の
中
で
、
戦
前
・
戦
中
の
中
国
人
の
日
本
留
学
の
歴
史
は
一
九
三
七

年
の
盧
溝
橋
事
件
を
も
っ
て
終
わ
っ
た
と
断
じ
て
い
る
。
そ
の
認
識

を
語
る
部
分
を
引
用
す
る
。
一
傍
線
は
筆
者
）

　
　
日
本
と
中
国
と
の
あ
い
だ
は
日
に
日
に
き
ん
ち
ょ
う
の
度
を
く

　
　
わ
え
て
い
た
。
「
満
州
国
」
か
ら
長
城
線
の
南
へ
、
「
河
北
自
治

　
　
運
動
」
か
ら
「
翼
東
政
府
」
へ
、
「
翼
東
政
府
」
か
ら
「
翼
察

政
務
委
員
会
L
へ
と
日
本
軍
閥
の
侵
略
の
手
は
つ
ぎ
つ
ぎ
と
の

び
、
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
し
ら
な
か
っ
た
。
中
国
で
は
抗
日
の

た
め
の
民
族
戦
線
が
結
成
さ
れ
、
西
安
事
変
に
よ
っ
て
蒋
介
石

も
抗
日
に
ふ
み
き
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
留
日
学

生
も
新
聞
雑
誌
そ
の
他
に
よ
る
抗
日
運
動
を
し
て
、
日
本
の
官

憲
か
ら
追
放
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
お
こ
っ
た
。
日
本
語
熱
と

抗
日
運
動
の
う
ず
ま
き
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
と
き
　
一
九
三
七
年
七
月
七
日
に
盧
溝
橋
事
件
が
お

こ
り
　
全
面
戦
争
に
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
事

変
が
お
こ
る
と
、
駐
日
大
使
館
・
留
学
生
監
督
処
も
閉
鎖
さ
れ
、

　
　
留
学
生
は
総
帰
国
を
し
、
こ
こ
に
留
日
学
生
史
が
お
わ
っ
た
の

　
　
　
＾
3
一

　
　
で
あ
る
。

　
こ
の
認
識
は
実
藤
恵
秀
が
戦
後
一
貫
し
て
唱
え
続
け
た
も
の
で
、

同
書
の
「
は
し
が
き
」
に
は
次
の
よ
う
な
文
章
も
見
え
る
。
一
傍
線

は
引
用
者
。
－
…
・
は
引
用
者
に
よ
る
中
略
。
以
下
の
引
用
文
も
同

じ
）　

　
日
清
戦
争
か
ら
日
本
敗
北
ま
で
の
五
十
隼
問
は
日
本
と
中
国
と

　
　
の
関
係
の
最
悪
の
時
代
で
あ
っ
た
。
一
九
三
七
年
か
ら
の
侵
略

　
　
戦
で
は
八
年
の
あ
い
だ
中
国
の
要
地
を
あ
ら
し
ま
わ
り
、
一
千

　
　
万
人
の
中
国
人
を
こ
ろ
し
、
五
百
億
ド
ル
の
財
を
む
な
し
く
し
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（85〕　慮溝橋事件以後（一九三七～一九四五）の在日中国人留学生

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
日
本
人
と
し
て
は
中
国
人
に
顔
む
け
で

き
な
い
こ
と
を
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
く
ら
い
壬
く
ら
い
時
代
に
も
わ
ず
か
ぱ
か
り
の

ひ
か
り
は
あ
っ
た
。
－
…
・
ひ
か
り
と
は
中
国
人
の
日
本
留
学
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

中
国
か
ら
日
本
へ
の
留
学
は
一
八
九
六
年

　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
↑
一

　
　
か
ら
一
九
三
七
年
ま
で
四
十
二
年
間
つ
ず
い
た
。

　
一
九
三
七
年
を
も
っ
て
中
国
人
留
学
生
が
日
本
か
ら
い
な
く
な
っ

た
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
記
述
で
あ
る
。
実
藤
恵
秀
は
、
一
九

三
七
年
以
後
の
中
国
人
留
学
生
に
つ
い
て
は
一
切
語
っ
て
い
な
い
。

三
　
戦
中
の
在
日
中
国
人
留
学
生
の
実
態

　
三
－
一
　
在
日
中
国
人
留
学
生
の
人
数

　
一
九
三
七
年
以
後
の
在
日
中
国
人
留
学
生
の
実
際
の
状
況
は
ど
の

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
新
た
な
学
生
の
来
日
の
道
は
完

全
に
閉
ざ
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
当
時
の
資
料
か
ら
検
証
す
る
。

　
中
国
人
留
学
生
受
け
入
れ
を
担
当
し
て
い
た
日
華
学
会
は
、
一
九

二
七
年
よ
り
毎
年
中
国
人
留
学
生
名
簿
を
発
行
し
て
い
る
。
大
学
・

専
門
学
校
に
通
う
学
生
の
名
を
学
校
別
に
並
べ
、
年
齢
、
出
身
地
、

公
費
私
費
の
別
、
在
学
年
な
ど
を
記
し
た
詳
細
な
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
以
外
の
機
関
に
学
ぶ
学
生
が
外
に
い
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
の
名
簿
か
ら
知
る
こ
と
の
で
き
る
人
数
は
最
小
の
も
の
と
し
て
信

用
し
て
よ
い
と
恩
わ
れ
る
。
前
後
の
状
況
を
見
渡
す
た
め
満
州
事
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
一

以
前
の
数
字
か
ら
掲
げ
る
。
な
お
、
一
九
四
〇
年
度
よ
り
「
満
州

国
」
の
学
生
に
つ
い
て
は
、
駐
日
満
州
国
大
使
館
に
任
せ
る
と
説
明

さ
れ
、
こ
の
名
簿
か
ら
は
消
え
て
い
る
。
満
州
大
使
館
の
名
簿
は
未

見
だ
が
、
そ
れ
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
数
字
が
門
満
州
国
学

生
日
本
留
学
拾
年
史
』
一
満
州
国
大
使
館
内
学
生
会
中
央
事
務
所

一
九
四
一
一
に
あ
る
。
一
九
四
〇
年
度
・
一
九
四
一
年
度
に
関
し
て

は
こ
の
資
料
か
ら
の
数
字
を
括
弧
に
入
れ
て
示
す
。
そ
の
後
の
「
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
〕

州
国
」
の
学
生
数
は
未
確
認
で
あ
る
。

　
一
九
三
七
年
の
盧
溝
橋
事
件
以
後
、
「
中
華
民
国
」
の
留
学
生
を

中
心
に
大
量
帰
国
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
が
、
翌
年
か
ら
中

華
民
国
の
留
学
生
も
再
び
増
え
、
一
九
四
四
年
度
に
も
千
人
を
越
え

る
留
学
生
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
名
簿
を
見
る
と
、
こ
の
間
も
毎

年
、
新
た
な
留
学
生
が
来
日
し
て
い
る
。

　
一
方
「
満
州
国
」
の
留
学
生
は
一
九
三
五
年
に
千
人
を
超
え
、
そ

の
後
も
安
定
し
た
人
数
を
保
持
し
て
い
る
。
『
満
州
国
学
生
日
本
留

学
拾
年
史
』
の
年
表
で
一
九
三
七
年
一
康
徳
四
年
）
の
項
を
見
る
と

事
変
の
起
き
た
一
九
三
七
年
七
月
に
も
「
留
学
生
予
備
校
」
が
開
校

し
、
十
月
に
は
「
第
一
回
留
学
認
可
試
験
」
施
行
、
と
あ
る
ば
か
り
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一
九
四
四
年
度

一
九
四
三
年
度

］
九
四
二
年
度

一
九
四
一
年
度

一
九
四
〇
年
度
（
注
9
）

一
九
＝
］
九
年
度
（
注
8
〕

一
九
＝
穴
年
度
（
注
7
）

一
九
＝
毛
年
度
（
十
一
月
一
日
）

一
九
＝
毛
年
度
ニ
ノ
、
月
］
日
）

一
九
二
一
六
年
度

一
九
二
孟
年
度

］
九
＝
西
年
度

一
九
＝
＝
二
年
度

一
九
＝
一
二
年
度

一
九
ゴ
ニ
年
度

］
九
＝
δ
年
度

一
九
二
九
年
度

］
九
二
八
年
度

一
九
二
七
年
度

一
一
一
八

二
二
八
O

一
一
二
四
］

一
四
六
六

一
二
○
四

一
○
○
五

一
五
二
一

四
〇
＝
一

一
二
九
九
五

一
二
八
五
七

一
一
一
二
九
四

一
四
一
一

一
〇
聖
二

一
〇
▲
二

一
一
二
五
六

一
一
一
二
五
一

一
八
七
二
一

一
九
二
九

一
四
九
二
一

中
華
民
国

＾
一
一
一
二
○
）

（
］
二
五
六
〕

一
］
一
一
一
二
四

］
⊥
ノ
、
二
四

一
五
○
＝
一

］
九
二
一
九

一
八
〇
五

］
一
一
］
一
］
一
一

七
五
七

一
一
二
四

］
一
二
七

七
ニ
ノ
、

六
九
八

⊥
二
○

五
五
一

四
二
一
一

満
州
国

，＾
一
一
六
八
六
）

（
’
二
四
六
○
〕

一
一
一
一
一
一
二
九

一
一
一
一
一
一
一
⊥
ノ
、

一
九
〇
一
六

五
九
＝
一
四

五
六
六
二

一
二
五
二
七

一
一
］
六
八

］
一
二
五
七

一
四
○
○

二
九
七
二

］
二
〇
四
九

二
四
八
＝
一

二
四
八
O

一
九
二
四

計
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（87）　魔溝橋事件以後（一九三七～一九四五）の在日中国人留学生

で
あ
る
。
「
満
州
国
」
は
事
変
の
影
響
で
動
揺
す
る
こ
と
は
な
く
、

む
し
ろ
、
留
日
学
生
会
中
央
事
務
局
長
の
謝
延
秀
が
「
留
学
生
派
遣

　
　
　
　
　
　
　
（
m
一

の
主
旨
」
二
九
四
こ
に
「
我
々
は
親
邦
と
戦
争
遂
行
の
共
同
体

制
を
と
る
と
共
に
我
国
民
の
精
神
教
育
も
又
親
邦
と
共
に
緊
密
な
共

同
事
業
を
行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
葱
に
於
て
留
学
生
派
遣
の
有
す
る
使

命
は
益
々
重
大
を
極
め
て
き
た
と
確
信
す
る
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、

留
学
生
派
遣
ま
積
極
的
な
意
義
を
与
え
ら
れ
て
引
き
続
き
促
進
さ
れ

た
。　

三
－
二
　
盧
溝
橋
事
件
以
降
の
「
中
華
民
国
」
留
学
生

　
一
九
三
二
年
に
成
立
し
た
「
満
州
国
」
は
も
と
よ
り
日
本
政
府
の

「
偲
偶
国
家
」
で
「
親
邦
」
日
本
と
歩
み
を
同
じ
く
す
べ
く
運
命
づ

け
ら
れ
て
い
た
。
翌
一
九
三
三
年
か
ら
国
家
的
な
留
学
生
派
遣
が
始

ま
り
、
盧
溝
橋
事
件
後
も
基
本
的
に
そ
の
路
線
を
歩
み
続
け
た
。

　
事
件
の
大
き
な
影
響
は
全
面
戦
争
の
相
手
国
と
な
っ
た
「
中
華
民

国
」
に
あ
っ
た
。
盧
溝
橋
事
件
の
あ
と
留
日
学
生
の
九
割
が
帰
国
し
、

中
華
民
国
駐
日
留
学
生
監
督
処
は
十
月
八
日
に
閉
鎖
さ
れ
た
。
実
藤

が
「
中
国
人
日
本
留
学
史
終
わ
る
」
と
述
べ
る
根
拠
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
一
九
四
〇
年
度
の
『
中
華
民
国
留
日
学
生
名
簿
』
に
、

一
西
暦
の
付
記
は
引
用
着
に
よ
る
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
其
の
後
一
引
用
者
注
・
盧
溝
橋
事
件
を
き
っ
か
け
と
し
た
留
学

　
　
生
大
量
帰
国
の
後
）
東
亜
の
情
勢
漸
次
変
化
を
来
し
、
昭
和
十

　
　
三
（
一
九
三
八
一
年
に
は
臨
時
政
府
お
よ
び
維
新
政
府
相
次
い

　
　
で
成
立
し
、
更
に
本
年
一
一
九
四
〇
年
）
三
月
に
は
国
民
政
府

　
　
南
京
に
遷
都
す
る
あ
り
、
東
亜
新
秩
序
建
設
の
認
識
漸
次
高
ま

　
　
る
に
随
ひ
留
日
中
華
民
国
学
生
実
数
も
昭
和
十
二
年
末
の
三
百

　
　
名
を
底
と
し
て
漸
増
の
傾
向
を
辿
り
、
今
年
六
月
現
在
に
て
は

　
　
上
記
の
七
九
二
名
、
其
後
漸
次
上
昇
の
傾
向
に
在
り
。

と
書
か
れ
て
い
る
と
お
り
、
一
九
三
七
年
十
二
月
に
北
平
一
北
京
）

に
樹
立
さ
れ
た
「
臨
時
政
府
」
ま
た
一
九
三
八
年
二
月
に
南
京
に
樹

立
さ
れ
た
「
維
新
政
府
」
、
そ
し
て
一
九
四
〇
年
三
月
に
そ
の
南
京

に
建
て
ら
れ
た
「
国
民
政
府
」
一
い
わ
ゆ
る
注
兆
銘
政
権
一
の
後
押

　
＾
u
一

し
で
、
敗
戦
の
年
ま
で
留
学
生
が
来
て
い
た
。
抗
日
を
掲
げ
て
い
た

藤
介
石
の
政
権
と
共
産
党
は
日
本
に
と
っ
て
敵
で
あ
っ
た
が
、
「
親

日
反
共
」
「
和
平
建
国
」
を
掲
げ
る
江
兆
銘
政
権
は
共
に
太
平
洋
戦

争
を
戦
う
仲
問
で
あ
る
、
と
当
時
の
日
本
政
府
は
喧
伝
し
日
本
国
民

は
そ
れ
を
信
じ
る
よ
う
に
教
化
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
事
情
を
を
物
語
る
も
の
と
し
て
江
兆
銘
が
一
九
四
一
年
六
月

二
十
二
日
に
東
京
帝
国
大
学
大
講
堂
に
お
け
る
中
華
民
国
留
日
学
生

会
主
催
の
歓
迎
会
で
行
っ
た
講
演
の
筆
記
録
が
「
日
華
学
報
」
八
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
〕

五
号
（
一
九
四
一
年
九
月
一
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
熱
の
こ
も
っ
た
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こ
の
演
説
は
六
百
名
の
中
華
民
国
留
学
生
に
感
銘
を
与
え
た
と
解
説

さ
れ
て
お
り
、
江
兆
銘
政
権
と
日
本
と
が
緊
密
に
手
を
組
ん
で
い
た

当
時
の
雰
囲
気
の
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
一
部
を
引
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
‘

　
　
留
学
生
諸
君
よ
、
私
は
ど
う
い
う
わ
け
で
和
平
運
動
に
献
身
し

　
　
た
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
よ
。
私
は
敗
戦
を
恐
れ
て
和
平
を
提

　
　
唱
し
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
－
…
善
隣
友
好
は
即
ち
外
交

　
　
方
針
の
一
致
、
共
同
防
共
は
即
ち
軍
事
方
針
の
一
致
、
経
済
提

　
　
携
は
即
ち
経
済
方
針
の
一
致
で
あ
る
。
か
よ
う
に
外
交
、
軍
事
、

　
　
経
済
等
の
方
針
が
す
べ
て
一
致
す
る
な
ら
ぱ
、
ど
う
し
て
お
互

　
　
い
に
戦
う
必
要
が
あ
ろ
う
か
。
こ
の
共
同
一
致
に
基
づ
い
て
中

　
　
日
両
国
間
に
は
新
し
い
道
が
開
け
る
も
の
と
私
は
堅
く
信
じ
て

　
　
い
る
。
あ
く
ま
で
抗
戦
を
主
張
す
る
人
々
に
は
こ
う
い
う
点
が

　
　
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
い
や
し
く
も
和
平
を
説
か
ん
と
す
れ

　
　
ぱ
よ
く
こ
の
点
を
理
解
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
－
…
諸
君
よ
、

　
　
将
来
中
国
の
青
年
と
民
衆
を
指
導
す
べ
き
最
も
精
鋭
な
る
青
年

　
　
と
な
っ
て
、
大
に
国
家
の
為
に
努
力
せ
よ
。
私
の
よ
う
に
も
は

　
　
や
五
十
九
歳
に
も
な
っ
て
、
未
だ
に
国
を
救
う
こ
と
が
で
き
な

　
　
い
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
［
口
華
学
会
教
育
部
で
は
一
九
四
〇
年
十
二
月
留
日
学
生
生
活
概
況

調
査
を
行
い
、
留
日
学
生
全
体
の
三
分
の
一
弱
に
あ
た
る
三
八
四
名

（
中
華
民
国
学
生
三
一
一
名
、
満
州
国
学
生
七
三
名
）
か
ら
回
答
を

得
て
い
る
。
調
査
結
果
は
「
日
華
学
報
」
八
十
五
号
一
一
九
四
一
年

九
月
一
同
八
十
六
号
一
一
九
四
一
年
十
一
月
）
に
、
詳
し
く
報
告
さ

れ
て
い
る
が
、
冒
頭
に
は
次
の
よ
う
に
当
時
の
留
学
生
教
育
の
立
場

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
事
変
始
ま
っ
て
今
や
将
に
満
四
年
に
近
づ
か
う
と
し
て
ゐ
る
。

　
　
…
…
南
京
に
江
政
権
新
国
民
政
府
の
成
立
せ
る
あ
り
、
彼
我
の

　
　
諒
解
は
既
に
成
っ
て
、
所
謂
親
善
合
作
の
基
調
の
下
に
両
国
の

　
　
国
交
は
今
や
具
体
的
に
も
漸
次
調
整
の
域
に
入
つ
て
ゐ
る
の
で

　
　
あ
る
。
即
ち
我
等
が
只
管
に
矛
を
採
る
の
は
何
時
迄
も
我
が
真

　
　
意
を
覚
ら
ず
飽
迄
抗
戦
を
叫
ん
で
居
る
蒋
政
権
其
考
に
対
し
て

　
　
の
み
の
事
で
あ
つ
て
、
決
し
て
中
国
を
相
手
に
し
て
居
る
わ
け

　
　
で
は
無
い
。
　
…
…
要
す
る
に
国
策
の
基
本
は
既
に
一
定
し
て
居

　
　
る
の
で
、
親
善
の
他
の
何
物
で
も
無
い
。
途
は
も
う
開
か
れ
て

　
　
居
る
の
で
あ
る
。
況
ん
や
中
国
留
学
生
の
既
に
来
朝
せ
る
も
の

　
　
甚
だ
少
な
か
ら
ず
、
而
も
引
き
続
い
て
今
や
盛
ん
に
渡
来
し
つ

　
　
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
…
－
彼
ら
が
果
し
て
我
が
真
意
を
諒
解
し

　
　
て
、
日
華
親
善
新
東
亜
建
設
の
一
好
き
我
等
の
分
担
者
と
成
る
も

　
　
成
ら
ぬ
も
、
一
つ
に
は
我
等
が
彼
ら
を
遇
し
教
ゆ
る
の
態
度
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
3
一

　
　
懸
つ
て
居
る
事
に
思
ひ
を
致
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
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留
学
生
教
育
の
現
場
は
、
学
生
た
ち
を
親
日
的
に
感
化
す
る
使
命

感
を
与
え
ら
れ
、
以
前
に
も
増
し
て
活
気
づ
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
東
亜
学
校
で
は
こ
の
間
、
以
前
か
ら
便
わ
れ
て
い
た
教
科
書

『
日
本
語
の
は
じ
め
』
や
『
日
本
語
読
本
』
の
版
を
重
ね
て
い
た
の

　
　
一
H
）

み
な
ら
ず
、
一
九
三
八
年
九
月
に
『
東
亜
日
本
語
辞
典
』
を
刊
行
し

て
い
る
。
中
国
人
留
学
生
の
日
本
語
学
習
に
目
的
を
し
ぼ
っ
た
辞
書

で
、
東
亜
学
校
の
教
師
た
ち
の
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
工
夫
の
見
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
崎
）

る
親
切
で
丁
寧
な
作
り
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
環
境
で
学
ん
で
い
た
留
学
生
の
実
態
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
調
査
の
結
果
は
日
華
学
会
の
経

営
す
る
日
本
語
教
育
機
関
で
あ
る
東
亜
学
校
在
学
中
の
学
生
二
五
〇

名
と
大
学
や
専
門
学
校
で
学
ぶ
留
学
生
六
一
名
か
ら
の
回
答
が
そ
れ

ぞ
れ
別
に
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
来
日
時
期
を
見
る
と
前
者
は
二
人

を
除
く
全
員
が
、
後
老
は
三
十
九
名
が
一
九
三
七
年
七
月
以
後
で
あ

る
。
本
稿
で
は
盧
溝
橋
事
件
後
の
留
学
生
に
焦
点
を
あ
て
る
た
め
前

老
の
結
果
に
注
目
す
る
。

　
出
身
省
は
河
北
省
が
一
〇
四
名
と
全
体
の
四
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て
お
り
、
江
蘇
省
の
三
八
名
、
広
東
省
の
二
九
名
が
続
く
。
河
北

省
は
北
京
・
天
津
、
江
蘇
省
は
南
京
・
上
海
が
あ
り
、
い
ず
れ
の
都

市
も
日
本
軍
に
掌
握
さ
れ
て
い
た
。
河
北
省
は
特
に
、
大
き
な
規
模

で
留
学
生
試
験
を
行
っ
て
官
費
留
学
生
を
積
極
的
に
送
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
初
等
教
育
か
ら
日
本
語
の
授
業
が
義
務
付
け
ら

　
　
　
　
　
＾
帖
〕

れ
て
い
た
こ
と
も
、
日
本
留
学
を
現
実
的
に
し
た
だ
ろ
う
。
留
学
の

動
機
に
「
留
学
生
試
験
に
合
格
し
て
一
二
四
名
一
」
「
国
の
教
師
の
指

導
に
よ
っ
て
（
二
名
）
」
「
事
変
の
た
め
郷
里
は
不
安
定
（
二
名
一
」

「
中
日
学
院
六
年
間
の
蕪
染
の
結
果
二
名
一
」
な
ど
の
回
答
が
見
ら

れ
る
。
ま
た
、
来
日
前
の
日
本
語
学
習
に
つ
い
て
は
六
九
名
が
「
学

ん
で
き
た
」
と
答
え
て
お
り
、
学
ん
だ
機
関
と
し
て
、
天
津
・
北

京
・
南
京
・
上
海
な
ど
の
中
学
校
や
師
範
学
校
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
「
留
学
費
用
」
は
「
公
費
」
が
一
四
一
名
と
半
数
を
超
え
て

い
る
。
「
外
務
省
の
文
化
補
給
費
」
が
六
九
名
、
「
河
北
省
公
費
」
が

五
一
名
、
広
東
省
公
費
一
〇
名
、
安
徽
省
公
費
三
名
、
北
京
教
育
総

署
二
名
、
ほ
か
に
、
江
蘇
省
・
山
東
省
・
漸
江
省
・
福
建
省
の
公
費

が
そ
れ
ぞ
れ
一
名
で
あ
る
。

　
留
学
の
目
的
は
、
学
問
研
究
を
挙
げ
た
も
の
が
八
O
名
一
日
本
語

研
究
五
名
、
日
本
文
化
研
究
四
名
等
を
含
む
が
、
最
も
多
い
の
は
医

学
の
二
一
名
で
、
工
学
二
一
名
、
農
学
九
名
な
ど
全
体
の
三
分
の
二

が
理
科
系
分
野
。
一
「
日
華
親
善
・
文
化
交
流
の
た
め
」
が
三
二
名
、

「
日
本
を
知
る
た
め
」
が
一
一
名
で
あ
る
。
住
居
は
「
日
華
学
会
経

営
の
寄
宿
舎
」
が
一
一
〇
名
、
「
素
人
貸
問
」
が
五
八
名
、
「
下
宿
」
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が
三
〇
名
な
ど
。
「
帰
国
後
の
希
望
方
面
」
は
「
官
界
政
治
界
」
四

四
名
、
「
教
育
界
」
四
三
名
、
「
実
業
界
」
四
〇
名
、
「
医
薬
界
」
三

〇
名
、
「
工
業
界
」
二
二
名
が
上
位
で
あ
る
。
調
査
項
目
は
他
に
趣

味
、
食
事
、
健
康
、
希
望
す
る
留
学
生
の
た
め
の
施
設
、
東
亜
学
校

へ
の
意
見
、
休
日
の
過
ご
し
方
な
ど
に
及
ん
で
い
る
。

　
「
悦
偲
政
権
」
の
指
導
下
に
あ
る
と
い
う
性
格
は
明
ら
か
で
あ
る

も
の
の
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
留
学
生
が
知
識
欲
に
燃
え

て
異
文
化
社
会
の
中
で
奮
闘
し
て
い
る
様
子
が
見
え
、
そ
れ
を
支
え

る
受
け
入
れ
側
の
熱
意
も
見
え
る
。
留
学
の
実
体
は
紛
れ
も
な
く
存

在
し
て
い
た
。

四
　
実
藤
恵
秀
は
何
を
隠
蔽
し
よ
う
と
し
た
の
か

　
実
藤
恵
秀
の
記
述
は
事
実
に
反
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

な
ぜ
、
実
藤
は
事
実
に
反
し
た
記
述
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
の

戦
中
と
戦
後
の
言
説
を
比
較
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

　
実
藤
恵
秀
の
一
九
三
七
年
を
も
っ
て
「
中
国
人
日
本
留
学
史
は
終

わ
る
」
と
い
う
認
識
が
最
初
に
示
さ
れ
た
の
は
一
．
九
三
九
垂
二
月
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
7
〕

『
中
国
人
日
本
留
学
史
稿
』
に
お
い
て
で
あ
る
。
一
九
三
七
年
十
月

に
中
華
民
国
駐
日
留
学
生
監
督
処
が
閉
鎖
、
監
督
陳
次
薄
が
引
き
揚

げ
た
と
い
う
事
実
も
あ
り
、
実
藤
恵
秀
が
こ
の
執
筆
時
点
で
、
こ
の

年
を
留
学
生
史
の
終
焉
と
感
じ
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
実
藤
は
こ
の
後
も
中
国
人
留
学
生
教
育
に
深
く
関
わ
っ

て
い
た
。
一
九
四
〇
年
十
月
二
十
九
日
に
日
華
学
会
で
行
わ
れ
た

「
支
那
留
学
生
教
育
に
就
て
」
と
題
す
る
講
演
の
筆
記
録
が
残
っ
て

い
る
し
、
一
九
四
一
年
発
行
の
『
近
代
日
支
文
化
論
』
一
大
東
出
版

社
一
に
は
「
留
日
学
生
教
育
論
」
と
い
う
；
早
が
あ
り
、
積
極
的
な

提
言
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
都
立
中
央
図
書
館
の
「
実
藤
文

庫
」
は
実
藤
が
蔵
書
を
寄
付
し
た
も
の
だ
が
、
一
九
三
七
年
以
後
の

資
料
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　
一
九
三
七
年
以
降
の
中
国
人
留
学
生
に
関
す
る
事
情
を
誰
よ
り
も

知
っ
て
い
た
は
ず
だ
が
、
戦
後
の
実
藤
は
こ
の
時
期
の
す
べ
て
を
著

作
か
ら
抹
消
し
、
敢
え
て
一
九
三
九
年
の
旧
著
の
記
述
を
復
活
さ
せ

た
。　

そ
の
謎
を
解
く
た
め
、
実
藤
が
一
九
三
七
年
か
ら
日
本
降
伏
ま
で

の
問
に
行
っ
た
留
学
生
教
育
関
係
の
言
説
を
検
討
す
る
。
実
藤
も
ま

た
、
江
兆
銘
を
支
持
し
、
蒋
介
石
を
敵
視
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
、

実
藤
が
し
き
り
に
問
題
に
し
て
い
る
の
は
「
留
学
生
教
育
は
成
功
で

あ
っ
た
か
否
か
」
と
い
う
も
の
で
、
両
国
の
国
家
的
な
利
害
を
基
準

に
考
察
す
る
が
、
『
近
代
日
支
文
化
論
』
一
一
九
四
二
一
所
収
の
「
留

　
　
　
　
＾
㎎
〕

日
学
生
教
育
論
」
で
は
ま
ず
、
中
国
側
に
つ
い
て
は
「
大
局
的
に
い
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（91）　魔溝橋事件以後卜九三七～一九四五）の在日中国人留学生

つ
て
成
功
し
て
ゐ
る
と
思
ふ
。
L
と
述
べ
て
日
本
留
学
経
験
者
が
帰

国
し
て
排
日
運
動
に
尽
力
す
る
の
は
、
日
本
で
「
愛
国
心
」
を
学
ん

だ
か
ら
、
と
い
う
皮
肉
な
効
果
を
指
摘
、
続
け
て
日
本
か
ら
見
た
効

果
を
「
ま
こ
と
に
不
成
功
で
あ
る
。
」
と
述
べ
た
あ
と
、
次
の
よ
う

に
江
兆
銘
政
権
へ
の
支
持
を
述
べ
て
い
る
。

　
　
よ
く
い
は
れ
て
ゐ
る
や
う
に
、
た
し
か
に
日
本
留
学
生
で
抗
日

　
　
の
線
に
大
活
動
を
し
て
ゐ
る
も
の
も
あ
る
が
、
み
な
が
み
な
さ

　
　
う
で
は
な
い
。
相
当
に
日
本
を
理
解
し
た
人
々
も
あ
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
一
旧
〕
　
　
　
　
　
　
＾
2
0
〕

　
　
た
と
へ
ば
銭
稲
孫
と
か
、
周
作
人
と
か
い
ふ
人
々
の
ご
と
き
で

　
　
あ
る
。
現
在
、
新
政
府
お
よ
び
新
機
関
の
な
か
で
、
東
亜
新
秩

　
　
序
建
設
の
た
め
に
、
立
ち
は
た
ら
い
て
ゐ
る
人
々
の
多
く
は
、

　
　
か
つ
て
留
日
学
生
で
あ
つ
た
人
が
多
い
、
こ
れ
な
か
り
せ
ぱ
、

　
　
新
政
府
の
誕
生
は
も
つ
と
お
く
れ
て
ゐ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
一
方
、
敵
対
す
る
蒋
介
石
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
わ
た
く
し
の
尊
敬
す
る
一
先
輩
が
「
蒋
介
石
は
虎
に
乗
つ
て

　
　
を
る
か
ら
い
い
の
だ
が
、
降
り
た
ら
す
ぐ
殺
さ
れ
る
」
か
う
い

　
　
ふ
意
味
の
こ
と
を
一
言
は
れ
た
が
、
わ
た
く
し
も
全
く
さ
う
恩
ふ
。

　
　
…
…
か
れ
ら
は
日
本
文
化
の
真
相
・
価
値
を
知
つ
て
ゐ
な
い
、

　
　
知
る
ま
で
研
究
し
て
ゐ
な
い
、
こ
れ
を
わ
か
る
や
う
に
知
ら
せ

　
　
る
と
と
も
に
、
わ
れ
わ
れ
の
文
化
を
ど
こ
ま
で
も
昂
揚
し
て
ゆ

　
　
く
。
…
…
留
学
生
問
題
は
、
単
に
留
学
生
問
題
で
は
な
い
、
過

　
　
去
を
い
へ
ば
、
留
学
生
教
育
が
う
ま
く
い
つ
て
ゐ
た
ら
こ
の
た

　
　
び
の
事
変
は
起
ら
な
か
つ
た
と
も
い
ひ
得
る
し
、
将
来
に
対
し

　
　
て
い
へ
ぱ
、
留
学
生
教
育
は
興
亜
の
基
礎
だ
と
も
い
ひ
得
る
で

　
　
　
＾
刎
）

　
　
あ
ら
う
。

　
抗
日
側
は
日
本
の
真
価
を
理
解
し
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
理
解
す

れ
ぱ
親
日
に
転
じ
日
本
と
手
を
携
え
て
大
東
亜
戦
争
を
戦
う
味
方
と

な
る
は
ず
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
こ
の
時
期
の
実
藤
の
主
張
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
一
九
四
〇
年
十
月
二
十
九
日
の
日
華
学
会
に
お
け
る
実

藤
の
講
演
「
支
那
留
学
生
教
育
に
就
て
」
の
筆
記
録
の
中
に
、
よ
り

は
っ
き
り
し
た
形
で
表
れ
て
い
る
。

　
　
日
本
で
は
日
本
が
一
番
だ
と
思
つ
て
を
り
ま
す
が
、
世
界
か
ら

　
　
見
て
さ
う
思
ふ
様
な
文
化
国
に
す
る
と
云
ふ
事
は
絶
対
に
必
要

　
　
な
事
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
之
と
殆
ど
同
じ
言
葉
を
言
換
へ
る

訳
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
会
で
も
皆
様
の
お
話
の
あ
つ
た
興
亜

理
論
の
確
立
。
之
な
く
し
て
は
支
那
を
リ
ー
ド
す
る
訳
に
は
行

か
な
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
唯
一
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ

け
で
な
く
し
て
、
は
つ
き
り
し
た
理
論
を
持
つ
た
新
哲
学
・
新

世
界
観
。
斯
ふ
云
ふ
も
の
が
生
れ
る
だ
ら
う
と
私
は
信
じ
ま
す
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が
、
之
を
早
く
生
れ
さ
し
た
い
。
…
…
此
の
線
に
沿
へ
ぱ
支
那

　
　
留
学
生
も
泰
の
留
学
生
も
、
南
洋
留
学
生
も
、
本
当
に
日
本
を

　
　
本
山
と
し
て
や
つ
て
来
る
。
斯
う
な
れ
ぱ
下
宿
が
実
は
ど
う
な

　
　
ら
う
と
た
い
し
た
問
題
で
は
な
く
、
日
本
語
は
学
ぶ
な
と
言
つ

　
　
て
も
学
び
ま
す
し
、
ま
あ
其
処
へ
行
き
た
い
と
深
く
希
望
す
る

　
　
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
実
藤
の
留
学
生
教
育
観
は
、
文
化
の
劣
っ
た
国
か
ら
留
学
生
が
日

本
の
文
化
に
憧
れ
て
学
び
に
来
て
、
日
本
的
感
化
を
受
け
、
日
本
的

秩
序
を
推
進
す
る
人
材
に
育
つ
こ
と
を
理
想
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
大
東
亜
共
栄
圏
建
設
と
い
う
当
時
の
国
家
の
目
標
に
沿
う
も

の
で
、
実
藤
の
発
言
は
、
当
時
の
国
家
に
お
け
る
「
正
論
」
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
に
日
本
の
絶
対
的
優
位
性
を
諸
外
国
に
認
め
さ
せ
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
、
と
い
う
幻
想
の
中
に
実
藤
は
い
た
。
そ
こ
に
は

相
互
理
解
と
い
う
姿
勢
も
な
け
れ
ぱ
、
教
育
主
体
側
の
枠
を
超
え
た

留
学
生
の
創
造
的
な
活
躍
へ
の
期
待
も
な
か
っ
た
。

　
そ
し
て
、
敗
戦
を
も
っ
て
実
藤
の
信
じ
た
「
理
想
」
が
幻
と
消
え

た
時
、
彼
は
そ
の
「
理
想
」
と
と
も
に
「
理
想
」
を
語
っ
た
事
実
を

も
消
し
去
ろ
う
と
し
た
。

　
『
中
国
人
日
本
留
学
史
』
一
一
九
七
〇
）
で
は
「
日
本
に
留
学
し
て

帰
国
し
、
活
動
し
た
、
あ
る
い
は
活
動
し
て
い
る
人
物
、
そ
の
な
か

に
は
中
国
解
放
の
た
め
の
し
ご
と
に
終
始
し
た
人
も
あ
り
、
あ
ま
り

に
親
日
的
で
あ
っ
た
た
め
に
中
国
人
と
し
て
の
道
を
あ
や
ま
っ
て
漢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
2
）

好
と
な
っ
た
人
も
あ
っ
た
。
L
と
述
べ
る
に
至
り
、
こ
の
部
分
に
は

「
漢
好
は
祖
国
に
対
す
る
信
頼
の
不
足
、
世
界
情
勢
に
た
い
す
る
認

識
の
不
足
な
ど
か
ら
中
国
人
と
し
て
の
道
を
ふ
み
あ
や
ま
っ
た
の
で
、

非
難
攻
撃
さ
れ
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
日
本
人
と
し
て
は
か
れ
ら
を

非
難
す
る
と
同
時
に
、
日
本
が
か
れ
ら
を
そ
う
さ
せ
た
責
任
を
感
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
お
も
ふ
。
」
と
い
う
脚
注
が
付
け
ら
れ
て
い

る
。　

注
兆
銘
は
一
九
四
四
年
十
一
月
に
病
気
療
養
中
の
名
古
屋
大
学
付

属
病
院
で
死
ん
だ
。
そ
の
後
蒋
介
石
が
国
民
党
を
率
い
て
台
湾
に
渡

り
、
一
九
四
九
年
に
は
共
産
党
に
よ
っ
て
中
華
人
民
共
和
国
が
建
国

さ
れ
た
が
、
そ
の
新
中
国
で
は
、
江
兆
銘
は
「
漢
好
」
即
ち
売
国
奴

の
最
た
る
も
の
と
断
罪
さ
れ
て
お
り
日
本
も
そ
れ
を
認
め
る
立
場
に

立
っ
て
い
る
。
実
藤
の
こ
の
書
き
方
は
、
そ
う
し
た
戦
後
の
国
家
的

認
識
に
ま
た
ぴ
っ
た
り
と
沿
う
も
の
で
あ
る
。

　
「
偲
儘
政
権
」
を
パ
イ
プ
に
日
本
留
学
を
し
た
と
い
う
事
実
は
、

新
中
国
に
と
っ
て
は
「
売
国
的
」
な
行
為
と
み
な
さ
れ
る
お
そ
れ
が

あ
っ
た
。
元
留
学
生
の
安
全
へ
の
配
慮
も
、
当
時
の
実
藤
に
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
自
ら
が
行
っ
た
言
説
も
ろ
と
も
戦
時
下
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の
留
学
生
教
育
を
抹
消
し
、
新
た
な
政
権
に
沿
う
形
に
書
き
換
え
た

の
は
、
客
観
的
事
実
に
対
し
て
研
究
考
の
と
る
べ
き
態
度
を
逸
脱
し

て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

五
　
実
藤
恵
秀
の
反
省
の
中
の
虚
構

　
実
藤
は
戦
中
の
自
ら
の
行
い
に
つ
い
て
す
べ
て
口
を
拭
お
う
と
し

た
わ
け
で
は
な
い
。
『
中
国
人
日
本
留
学
史
』
（
一
九
七
〇
一
の
中
で
、

戦
中
を
振
り
返
り
、
長
い
反
省
の
弁
を
述
ぺ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
＾
鴉
〕

　
　
こ
の
三
冊
に
は
留
学
史
稿
以
後
に
か
か
れ
た
文
章
が
お
お
く
、

　
　
そ
れ
ら
は
す
っ
か
り
ふ
つ
う
の
日
本
人
（
侵
略
的
日
本
人
一
に

　
　
な
り
き
っ
た
も
の
の
い
い
か
た
が
た
く
さ
ん
み
ら
れ
ま
す
。

　
　
…
…
こ
れ
で
は
ま
っ
た
く
軍
部
の
ち
ょ
う
ち
ん
も
ち
以
外
の
な

　
　
に
も
の
で
も
な
い
。
い
ま
は
よ
み
か
え
す
に
た
え
な
い
ほ
ど
し

　
　
つ
れ
い
な
こ
と
ば
か
り
で
す
。
・
…
－
と
く
に
こ
の
本
は
日
本
人

　
　
に
よ
ん
で
批
判
し
て
も
ら
う
ほ
か
に
、
中
国
人
に
も
よ
ん
で
批

　
　
判
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
も
い
な
が
ら
か
い
て
き
ま
し
た
。

　
　
そ
れ
に
は
わ
た
く
し
が
中
国
人
に
た
い
し
て
き
よ
ら
か
で
は
な

　
　
い
こ
と
を
お
わ
び
す
る
こ
と
が
先
決
条
件
だ
と
お
も
い
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
別
）

　
　
な
が
い
あ
と
が
き
に
な
り
ま
し
た
。

　
戦
後
の
実
藤
に
相
応
の
苦
し
み
の
あ
っ
た
こ
と
は
察
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
、
戦
後
の
書
物
で
彼
が
語
っ
て
い
る
の
は
、
不
覚

に
も
時
代
に
流
さ
れ
た
こ
と
へ
の
反
省
で
あ
り
、
そ
れ
は
本
来
の
自

分
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
例
を
一

つ
あ
げ
、
「
反
省
」
の
中
に
さ
え
含
ま
れ
て
い
た
虚
構
を
検
証
し
て

お
く
こ
と
と
す
る
。
例
と
は
中
国
の
国
号
を
「
支
那
」
と
呼
ぶ
か

「
中
国
」
と
呼
ぶ
か
の
議
論
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

　
実
藤
は
、
『
中
国
留
学
生
史
談
』
（
一
九
八
：
に
お
い
て
、
こ
の

問
題
に
関
す
る
戦
中
の
自
ら
の
言
説
を
反
省
す
る
形
を
と
っ
て
次
の

よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
一
傍
線
は
引
用
考
一

　
　
一
九
二
〇
年
代
の
す
え
、
中
国
現
代
文
学
を
研
究
す
る
よ
う
に

　
　
な
っ
て
か
ら
、
郁
達
夫
や
郭
沫
若
の
作
品
か
ら
中
国
人
は
「
支

　
　
那
人
」
と
い
わ
れ
る
の
を
極
度
に
き
ら
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
　
　
一
九
二
八
年
か
ら
早
稲
田
大
学
の
教
壇
に
立
つ
よ
う
に
な
っ

　
　
た
。
ど
の
ク
ラ
ス
に
出
て
も
中
国
の
留
学
生
が
一
人
か
二
人
は

　
　
い
た
。
わ
た
し
は
教
壇
で
は
支
那
と
い
わ
ず
、
中
国
と
い
う
こ

　
　
と
に
し
た
。
相
当
の
勇
気
が
必
要
だ
っ
た
。
…
…
わ
た
し
は
、

　
　
そ
の
後
の
論
文
で
、
し
ば
し
ぱ
中
国
の
国
号
問
題
を
論
じ
た
が

　
　
そ
の
こ
ろ
は
、
こ
う
い
う
こ
と
を
い
っ
て
い
た
。

　
　
「
日
本
人
よ
、
支
那
を
や
め
て
中
国
と
い
お
う
。
中
国
人
よ
、

支
那
と
い
う
の
は
、
わ
る
い
意
味
で
は
な
い

。
L
あ
と
か
ら
考

321



一橋論叢　第126巻　第3号　平成13年（2001年〕9月号　（94）

　
　
え
て
み
る
と
、
こ
れ
は
中
心
を
は
ず
れ
て
い
た
。

　
　
「
支
那
」
と
い
う
文
字
が
わ
る
い
の
で
も
な
く
、
音
が
わ
る
い

　
　
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
も
な
い
。
日
本
人
が
中
国
人
を
軽
蔑

　
　
し
た
気
も
ち
で
い
う
か
ら
嫌
に
感
じ
た
の
だ
。

　
　
さ
っ
き
の
こ
と
ぱ
は
、
こ
う
い
い
な
お
す
べ
き
だ
っ
た
。

　
　
「
日
本
人
よ
、
中
国
を
軽
蔑
す
る
な
。
中
国
人
よ
、
日
本
人
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
鴉
〕

　
　
中
国
を
軽
蔑
す
る
な
、
と
い
い
な
さ
い
1
・
」

　
実
際
に
は
、
実
藤
は
一
九
四
〇
年
の
日
華
学
会
に
お
け
る
講
演

「
支
那
留
学
生
教
育
に
就
て
」
、
一
九
四
一
年
の
『
近
代
日
支
文
化

論
』
な
ど
で
「
支
那
」
と
い
う
呼
称
を
多
用
し
て
い
る
。
し
か
も
、

そ
れ
が
「
軽
蔑
」
を
伴
っ
て
選
ぱ
れ
た
こ
と
は
、
彼
自
身
が
明
確
に

述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
傍
線
は
引
用
者
一

　
　
先
づ
中
国
人
の
意
見
は
、
提
出
者
の
方
だ
か
ら
、
み
な
同
じ
、

　
　
『
日
本
人
が
「
支
那
」
と
呼
ぶ
の
は
軽
蔑
し
た
名
前
で
あ
る
、

　
　
わ
が
国
は
「
中
国
」
と
い
ふ
の
だ
か
ら
、
さ
う
い
つ
て
も
ら
ひ
た

　
　
い
』
つ
づ
め
て
い
へ
ぱ
、
こ
れ
一
点
張
り
で
あ
る
。
…
…
日
本

　
　
の
方
は
抗
議
を
申
し
込
ま
れ
た
方
で
、
実
は
意
外
で
あ
つ
た
。

　
　
－
…
こ
の
問
題
は
、
あ
き
ら
か
に
非
は
中
国
に
あ
る
の
で
、
日

　
　
本
は
迷
惑
至
極
と
申
し
て
よ
い
。
－
…
要
約
す
れ
ぱ
、
中
国
人

　
　
よ
、
支
那
人
と
い
は
れ
る
こ
と
を
嫌
が
る
の
は
ま
ち
が
ひ
で
あ

　
　
る
、
日
本
人
よ
、
中
国
と
よ
ぶ
の
を
非
と
す
る
理
由
は
な
い
、

　
　
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
…
…
中
国
人
の
気
持
ち
を
、
も
つ
と
率

　
　
直
に
い
つ
て
し
ま
へ
ぱ
、
「
支
那
」
と
い
ふ
な
、
と
い
ふ
こ
と

　
　
よ
り
も
「
わ
れ
わ
れ
を
軽
蔑
し
て
く
れ
る
な
」
と
い
ふ
こ
と
に

　
　
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
？
・
…
・
・
中
国
に
は
た
し
か
に
尊
敬
す

　
　
べ
き
と
こ
ろ
が
多
い
、
そ
れ
と
と
も
に
軽
蔑
さ
れ
る
と
こ
ろ
も

　
　
あ
る
と
お
も
ふ
。
軽
蔑
に
価
す
る
こ
と
を
、
軽
蔑
す
る
な
、
と

　
　
い
つ
て
も
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
軽
蔑
し
て
軽
蔑
を
あ
ら
は

　
　
さ
ぬ
の
は
、
見
上
げ
た
態
度
で
あ
り
、
さ
う
あ
る
や
う
に
努
め

　
　
る
必
要
が
あ
る
が
、
軽
蔑
さ
れ
る
方
か
ら
、
軽
蔑
す
る
な
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
珊
）

　
　
い
ふ
の
は
正
し
い
か
ど
う
か
。

　
同
じ
本
で
実
藤
は
、
日
本
文
化
と
「
支
那
」
文
化
を
比
較
し
て

「
支
那
」
文
化
に
は
抽
象
性
が
欠
如
し
て
い
る
、
と
断
じ
「
抽
象
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〃
一

の
な
い
と
こ
ろ
に
は
、
科
学
は
興
り
得
な
い
」
と
述
べ
る
な
ど
、
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鵬
）

国
文
化
に
対
す
る
蔑
視
を
露
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
中

国
人
留
学
生
に
対
す
る
教
育
を
語
る
場
面
に
も
表
れ
て
い
た
こ
と
は
、

先
に
述
べ
た
留
学
生
教
育
観
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
本
来
の
自
分
を

失
っ
て
時
流
に
流
さ
れ
た
と
い
う
に
は
余
り
に
も
積
極
的
な
主
張
で

あ
っ
た
。

　
一
八
九
六
年
に
広
島
県
の
農
家
に
生
ま
れ
、
十
代
で
本
願
寺
派
の

322



（95〕　魔溝橋事件以後｛一九三七～一九四五）の在日中国人留学生

衆
徒
と
な
り
、
早
稲
田
大
学
で
は
支
那
文
学
を
専
攻
、
一
九
二
六
年

に
卒
業
し
て
中
学
・
高
校
の
教
師
を
し
な
が
ら
さ
ら
に
東
京
外
国
語

学
校
支
那
語
専
修
科
に
学
ん
だ
実
藤
恵
秀
は
、
元
来
中
国
文
化
に
敬

意
と
親
し
み
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
日
本
で
は
旧
世

代
を
中
心
に
知
識
人
の
教
養
の
中
で
漢
籍
は
な
お
重
要
な
位
置
を
占

め
て
い
た
。
が
、
そ
の
一
方
で
、
古
代
よ
り
長
く
範
と
し
て
仰
い
で

き
た
中
国
文
化
を
国
家
を
あ
げ
て
否
定
し
て
欧
米
文
化
に
乗
り
換
え

る
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
が
行
わ
れ
た
の
が
明
治
維
新
で
あ
っ
た
。

日
清
戦
争
の
勝
利
を
経
て
、
日
露
戦
争
、
日
中
戦
争
、
そ
し
て
第
二

次
世
界
大
戦
に
向
か
っ
て
ゆ
く
日
本
に
あ
っ
て
、
欧
米
に
対
す
る
思

い
は
屈
折
し
た
が
中
国
文
化
の
否
定
は
時
代
の
思
潮
を
牽
引
し
続
け

た
。　

実
藤
は
一
九
三
八
年
に
外
務
省
文
化
事
業
部
の
在
支
特
別
研
究
員

と
し
て
一
年
問
中
国
で
暮
ら
し
、
今
日
実
藤
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
て
い

る
四
千
六
百
点
余
り
の
書
籍
の
大
部
分
は
こ
の
と
き
集
め
た
と
い
う
。

民
間
に
あ
り
な
が
ら
、
実
藤
は
国
家
の
援
助
に
よ
っ
て
活
動
を
展
開

し
て
お
り
、
国
家
と
立
場
を
異
に
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
国
家
の
為
に
中
国
の
専
門
家
で
あ
る
自
身
が
ど
の
よ

う
に
貢
献
で
き
る
の
か
。
中
国
文
学
を
専
攻
し
た
こ
と
か
ら
中
国
人

留
学
生
教
育
に
関
わ
っ
て
い
っ
た
実
藤
は
、
自
分
の
中
の
中
国
文
化

へ
の
親
し
み
を
否
定
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
時
の
政
府
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
声
高
に
言
い

立
て
た
挙
句
、
戦
後
は
反
省
を
装
っ
て
虚
構
の
弁
解
を
し
た
こ
と
は
、

実
藤
の
弱
さ
で
あ
っ
た
と
言
う
ほ
か
は
な
い
一

六
　
結
語

　
一
九
三
七
年
の
盧
溝
橋
事
件
以
後
、
専
ら
「
僅
偲
政
権
」
と
日
本

の
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
中
国
人
の
日
本
留
学
に
も
、
留

学
の
実
体
は
あ
っ
た
。

　
実
藤
恵
秀
が
「
一
九
三
七
年
を
も
っ
て
中
国
人
日
本
留
学
史
は
終

わ
っ
た
」
と
述
べ
る
こ
と
で
歴
史
か
ら
そ
れ
を
抹
消
し
よ
う
と
し
た

の
は
、
「
留
学
生
教
育
の
目
的
」
の
自
国
中
心
主
義
な
ど
、
彼
自
身

の
戦
中
の
言
説
が
時
代
を
超
え
る
何
物
を
も
持
た
な
か
っ
た
こ
と
に

起
因
し
て
い
た
。
そ
れ
は
当
時
の
国
策
に
沿
い
過
ぎ
た
こ
と
の
表
れ

で
も
あ
っ
た
。
歴
史
研
究
は
特
定
の
政
治
主
体
に
近
づ
き
過
ぎ
る
こ

と
な
く
客
観
的
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
さ
せ

る
好
例
で
あ
ろ
う
。

　
実
藤
恵
秀
が
留
学
生
教
育
に
つ
い
て
述
べ
る
時
に
拘
泥
し
た
「
留

学
生
教
育
の
効
果
」
に
つ
い
て
、
松
本
亀
次
郎
一
一
八
六
六
5
一
九

四
五
一
は
『
中
華
留
学
生
教
育
小
史
』
一
一
九
三
一
）
の
中
で
次
の
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よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
先
輩
の
或
方
が
、
予
に
沿
革
を
調
べ
る
と
同
時
に
其
の
効
果
を

　
　
調
査
す
る
こ
と
が
、
よ
り
以
上
に
必
要
な
事
と
思
ふ
が
、
君
の

　
　
見
る
所
で
果
し
て
如
何
な
る
効
果
が
有
る
か
と
、
問
は
れ
た
か

　
　
ら
、
予
は
即
座
に
其
れ
に
答
へ
た
。
効
果
と
云
つ
て
も
、
多
方

　
　
面
に
関
係
す
る
こ
と
だ
か
ら
、
；
冒
に
言
ひ
尽
す
訳
に
は
行
か

　
　
な
い
、
若
し
問
者
の
意
が
日
本
に
対
す
る
効
果
如
何
で
あ
る
な

　
　
ら
、
其
は
副
弐
目
的
で
あ
る
か
ら
後
回
し
と
し
、
兎
に
角
『
中

　
　
華
民
国
重
要
の
人
物
が
留
学
生
中
か
ら
驚
く
程
多
数
に
出
て
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
一

　
　
る
』
こ
と
は
効
果
の
第
一
に
数
ふ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
「
留
学
生
教
育
の
効
果
」
が
当
時
の
関
心
箏
で
あ
っ
た
こ
と
が
察

せ
ら
れ
る
文
章
で
あ
る
が
、
日
本
側
へ
の
効
果
は
重
要
で
は
な
い
と

し
て
語
ら
ず
、
中
国
側
に
つ
い
て
も
主
義
主
張
に
一
切
言
及
し
て
い

な
い
点
が
注
目
さ
れ
る
。
同
書
の
「
結
論
」
に
は
再
度
「
留
学
生
教

　
　
　
　
　
＾
㏄
〕

育
の
効
果
如
何
」
と
い
う
小
見
出
し
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
松
本

は
、
「
留
学
生
教
育
の
目
的
に
関
し
、
最
も
多
く
の
人
の
念
頭
に
存

す
る
者
は
、
日
華
親
善
の
四
字
に
在
る
様
で
あ
る
」
と
当
時
の
一
般

的
な
風
潮
を
取
り
上
げ
た
上
で
、
「
日
華
親
善
固
よ
り
可
で
あ
る
が
、

予
が
理
想
と
し
て
は
留
学
生
教
育
は
、
何
等
の
求
め
る
所
も
無
く
、

為
に
す
る
事
も
無
く
、
至
純
の
精
神
を
以
て
」
行
わ
れ
る
べ
き
だ
、

と
持
論
を
展
開
し
て
い
る
。
「
日
華
親
善
は
、
求
め
ず
し
て
得
ら
れ

る
副
産
物
で
あ
ら
ね
ぱ
な
ら
ぬ
」
と
い
う
の
が
松
本
の
主
張
で
あ
っ

た
。　

松
本
亀
次
郎
の
教
育
は
、
最
後
の
教
え
子
で
あ
っ
た
江
向
栄
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
引
〕

よ
っ
て
日
中
両
国
に
向
け
て
語
ら
れ
、
両
国
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
。
松
本
の
思
想
に
つ
い
て
は
改
め
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

留
学
生
教
育
に
対
し
て
松
本
が
堅
持
し
た
節
度
の
持
つ
価
値
は
、
実

藤
と
対
比
す
る
と
更
に
際
立
つ
。

（
↓
　
一
九
一
八
年
に
中
国
人
留
学
生
の
教
育
上
の
施
設
を
運
営
、

諸
般
の
便
宜
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
政
財
界
の
有
志
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
。
や
が
て
国
庫
の
補
助
を
受
け
半
官
半
民

　
の
組
織
と
な
っ
た
。

一
2
一
　
「
実
藤
文
庫
目
録
」
一
東
京
都
立
中
央
図
書
館
　
一
九
六
六
）

　
1
V
頁
「
実
藤
恵
秀
氏
略
歴
」
よ
り

（
3
一
　
さ
ね
と
う
け
い
し
ゅ
う
『
中
国
人
日
本
留
学
史
』
一
く
ろ
し

　
お
出
版
一
九
七
〇
一
　
二
二
六
頁

一
4
）
同
書
　
一
頁
「
は
し
が
き
」

一
5
）
　
日
華
学
会
『
中
華
民
国
満
州
国
留
日
学
生
名
簿
』
（
一
九
三

　
七
…
一
九
四
四
一
か
ら
作
成
。
一
九
三
二
年
の
「
満
州
国
」
建
国

　
以
前
は
、
合
わ
せ
て
「
留
日
中
華
学
生
」
と
呼
ぱ
れ
て
い
た
が
、
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一
九
三
七
年
の
名
簿
で
は
、
湖
っ
て
「
中
華
民
国
」
と
「
満
州

　
国
」
に
分
け
て
人
数
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
便
宜
上
そ
れ

　
を
用
い
た
。

一
6
）
　
張
鑑
鳳
「
中
国
文
化
を
日
本
語
で
考
え
る
」
一
『
環
』
き
一
．
四

　
藤
原
書
店
　
二
〇
〇
一
年
冬
　
一
〇
八
頁
）
に
次
の
よ
う
な
記
述

　
が
あ
る
。
「
旧
満
州
の
時
代
、
父
は
医
科
大
学
に
在
学
中
で
し
た

　
が
、
日
本
に
留
学
す
る
つ
も
り
で
寝
食
も
忘
れ
る
ほ
ど
が
ん
ば
っ

　
て
、
上
手
な
日
本
語
を
身
に
付
け
ま
し
た
。
一
九
四
一
年
、
父
は

　
数
百
人
の
応
募
者
の
中
か
ら
選
ぱ
れ
、
国
費
留
学
生
と
し
て
認
め

　
ら
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
折
し
も
時
節
は
ち
ょ
う
ど
大
東
亜
戦

　
争
の
前
夜
。
日
本
は
大
規
模
な
国
家
総
力
戦
の
た
め
、
す
べ
て
の

　
人
力
と
財
力
を
尽
く
そ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
留
学
の

　
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
父
は
「
国
費
留
学
は
前
面
取
り
消

　
し
」
と
い
う
知
ら
せ
を
受
け
ま
し
た
。
L

（
7
）
　
事
変
の
た
め
休
学
帰
国
申
の
学
生
一
〇
九
九
名
。
こ
れ
を
差

　
し
引
く
と
、
合
計
は
二
〇
三
七
名
に
な
る
。

一
8
一
　
事
変
の
た
め
休
学
偏
国
中
の
学
生
四
一
五
名
。
こ
れ
を
差
し

　
引
く
と
合
計
は
一
九
二
四
名
に
な
る
。

一
9
）
　
休
学
帰
国
中
の
「
中
華
民
国
」
学
生
数
は
四
二
一
名
。

＾
1
0
）
　
『
満
州
国
学
生
日
本
留
学
拾
年
史
』
（
一
九
四
一
）
六
－
七
頁
。

原
文
も
日
本
語
。
引
用
は
七
頁
よ
り
。

（
n
一
　
一
九
三
七
年
九
月
か
ら
十
月
に
関
東
軍
が
「
察
南
自
治
政

　
府
」
「
晋
北
自
治
政
府
」
「
蒙
古
連
盟
自
治
政
府
」
を
作
り
、
十
二

　
月
に
は
北
支
那
方
面
軍
が
北
京
一
北
平
）
に
「
臨
時
政
府
」
を
樹

　
立
し
、
翌
年
二
月
に
は
中
支
那
派
遣
軍
に
よ
る
「
維
新
政
府
」
が

　
南
京
に
作
ら
れ
た
。
一
九
四
〇
年
三
月
に
江
兆
銘
の
「
国
民
政

　
府
」
が
南
京
に
成
立
す
る
に
伴
い
、
北
京
の
「
臨
時
政
府
」
は

　
「
華
北
政
務
委
員
会
」
に
改
組
さ
れ
た
。

（
1
2
）
　
「
日
華
学
報
」
八
十
五
号
一
一
九
四
一
年
九
月
）
一
－
五
頁
。

　
「
日
華
学
報
」
に
は
他
に
も
、
八
十
七
号
（
一
九
四
二
年
一
月
）
に

　
は
陳
薬
一
国
民
政
府
内
政
部
長
）
「
留
日
学
生
に
対
す
る
訓
示
」
、

　
八
十
八
号
（
一
九
四
二
年
三
月
一
に
は
周
作
人
（
華
北
政
務
委
員

会
教
育
総
署
督
弁
一
「
日
米
英
戦
争
の
意
義
と
青
年
の
責
任
」
な

　
ど
狂
兆
銘
政
権
と
の
密
接
な
関
わ
り
を
示
す
日
中
両
国
の
関
係
者

　
の
寄
稿
や
談
話
の
採
録
が
多
く
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
1
3
）
　
同
右
　
四
四
－
四
五
頁
一
「
資
料
中
華
民
国
留
日
学
生
生

活
概
況
一
そ
の
一
）
」
）

一
1
4
）
　
『
日
本
語
の
は
じ
め
』
は
一
九
三
二
年
十
一
月
、
『
日
本
語
読

本
』
一
三
分
冊
一
は
一
九
二
六
年
に
初
版
発
行
。
い
ず
れ
も
刷
り

　
を
重
ね
、
一
九
四
一
年
に
は
新
し
い
版
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。

（
1
5
）
　
文
法
一
覧
表
や
活
用
語
の
活
用
一
覧
表
の
ほ
か
、
用
例
の
充

実
し
た
助
詞
分
類
表
、
漢
字
読
法
索
引
、
難
読
語
索
引
、
表
音

的
．
歴
史
的
対
照
漢
字
音
仮
名
記
法
、
固
有
名
詞
（
地
名
・
人
名
）

読
法
表
、
な
ど
実
用
的
な
付
録
も
充
実
し
て
い
る
。
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一
1
6
）
　
悦
偲
政
権
に
よ
る
間
接
統
治
の
形
が
と
ら
れ
た
中
国
大
陸
で

　
は
、
全
学
校
種
別
に
対
応
す
る
全
教
科
の
教
科
書
が
編
纂
さ
れ
、

国
民
党
政
権
下
の
教
科
書
に
強
調
さ
れ
て
い
た
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
や
排
日
思
想
が
削
除
さ
れ
た
代
わ
り
に
「
同
文
同
種
」
「
東

亜
新
秩
序
」
と
い
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
日
本
文
化
に
関
す
る
教
材

　
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
ま
た
、
一
九
三
八
年
八
月
の
教
育
課
程
改

正
に
よ
っ
て
毎
週
初
等
学
校
三
・
四
年
で
六
〇
分
、
五
・
六
年
で

九
〇
分
、
中
学
校
で
三
時
間
の
日
本
語
が
正
規
の
科
目
と
し
て
課

　
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
1
7
）
　
『
中
国
人
日
本
留
学
史
稿
』
一
日
華
学
会
　
一
九
三
九
）
の

　
「
後
記
」
（
三
六
七
頁
）
に
「
四
十
二
年
に
亘
る
留
学
史
の
後
に
、

　
両
国
の
か
か
る
全
面
的
大
衝
突
を
来
し
た
こ
と
は
、
完
壁
な
る
、

成
功
せ
る
留
学
史
と
は
申
さ
れ
ぬ
。
・
－
－
総
括
的
に
は
『
失
敗
の

　
留
学
史
』
と
申
さ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
、
こ
れ
が
第
十
章
第

　
二
節
の
終
り
で
『
日
本
留
学
前
史
を
を
は
る
』
と
悲
し
く
も
結
ん

　
だ
次
第
で
あ
る
。
」
と
あ
る
。

（
1
8
）
　
『
近
代
日
支
文
化
論
』
一
大
東
出
版
社
　
一
九
四
二
）
二
四

　
七
－
二
六
九
頁

＾
1
9
一
　
一
八
八
七
－
一
九
六
六
。
溝
国
留
日
学
生
の
監
督
で
あ
っ
た

　
父
、
銭
拘
に
伴
っ
て
九
歳
で
来
日
。
成
城
学
校
・
慶
応
義
塾
で
日
，

　
本
古
典
文
学
を
学
び
、
戦
後
は
北
京
大
学
教
授
、
北
京
図
書
館
館

　
長
を
務
め
た
。
『
万
葉
集
』
『
源
氏
物
語
』
ま
た
近
松
門
左
衛
門
・

井
原
西
鶴
の
作
晶
な
ど
を
翻
訳
し
た
。

（
2
0
）
　
一
八
八
五
－
一
九
六
七
。
散
文
作
家
。
文
豪
、
魯
迅
の
実
弟

　
で
、
一
九
〇
六
年
に
日
本
に
留
学
、
立
教
大
学
で
古
典
ギ
リ
シ
ア

語
と
英
文
学
を
学
ん
だ
。
当
時
、
華
北
政
務
委
員
会
教
育
総
署
督

　
弁
で
あ
り
、
留
学
生
の
派
遣
に
関
わ
っ
て
い
た
。
日
本
降
伏
後

　
「
漢
好
裁
判
」
に
か
け
ら
れ
投
獄
さ
れ
た
。

（
2
1
）
　
『
近
代
日
支
文
化
論
』
（
大
東
出
版
社
　
一
九
四
二
）
二
六

　
八
－
二
六
九
頁

一
2
2
一
　
『
中
国
人
日
本
留
学
史
』
一
く
ろ
し
お
山
山
版
　
一
九
七
〇
一
一

　
四
八
頁
　
　
、

（
2
3
）
　
『
日
本
文
化
の
支
那
へ
の
影
響
』
二
九
四
〇
蛍
雪
書

　
院
一
・
『
近
代
日
支
文
化
論
』
（
一
九
四
一
大
東
出
版
社
）
・
『
明
治

　
日
支
文
化
交
渉
』
一
光
風
館
　
一
九
四
三
一
。

＾
2
4
）
　
同
書
「
あ
と
が
き
」
五
七
二
－
五
七
八
頁

＾
2
5
一
　
『
中
国
留
学
生
史
談
』
（
一
九
八
一
　
第
一
書
房
）
三
九
五
－

　
三
九
七
頁

（
2
6
）
　
『
近
代
日
支
文
化
論
』
一
大
東
出
版
社
　
一
九
四
一
）
所
収

　
「
支
那
H
中
国
」
一
四
三
－
一
五
二
頁
。

（
2
7
）
　
同
書
所
収
「
日
支
文
化
の
性
格
」
九
頁
。

一
2
8
一
　
実
藤
が
こ
の
時
期
に
出
版
し
た
訳
書
に
『
西
洋
文
化
の
支
那

　
へ
の
影
響
』
一
張
　
星
娘
　
著
　
日
本
青
年
外
交
協
会
　
一
九
四

　
一
）
・
『
支
那
化
学
工
業
史
』
一
李
喬
平
著
　
大
東
出
版
社
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一
九
四
こ
、
編
著
に
『
近
代
支
那
思
想
』
一
光
風
館
　
一
九
四

　
二
）
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
支
那
」
と
い
う
呼
称
を
用
い
て
お
り
、

中
国
の
文
化
が
日
本
や
西
洋
に
比
べ
て
劣
っ
て
い
る
、
と
い
う
認

識
が
訳
者
・
編
者
の
も
の
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
2
9
）
松
本
亀
次
郎
『
中
華
留
学
生
教
育
小
史
』
（
東
亜
書
房
　
一

九
三
こ
「
緒
言
」
一
－
二
頁

一
3
0
一
　
同
書
　
七
三
－
七
九
頁

一
3
1
一
　
江
向
栄
は
「
中
国
留
日
教
育
問
題
　
　
松
本
亀
次
郎
氏
的
功

繍
」
＾
『
華
文
大
阪
毎
日
』
第
七
巻
第
二
期
第
七
十
五
号
、
一
九
四

二
）
・
「
中
国
人
留
学
生
の
よ
き
教
師
」
（
『
申
国
画
報
』
一
九
八
○

年
五
月
号
一
な
ど
戦
中
戦
後
一
貫
し
て
松
本
を
顕
彰
し
た
。
著
書

『
清
国
お
雇
い
日
本
人
』
（
朝
日
新
聞
社
　
一
九
九
一
）
に
は
松
本

亀
次
郎
に
一
章
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

一
一
簑
吋
、
迂
一

　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）
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